
明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

共
生
理
念
と
の
関
連
で

瀬
川
久
志
・
三
宅
章
介

幕
末
の
女
医
光
後
玉
江
‐
法
然
上
人
の
母
方
の
家
系
を
引
く
と
思
し
き
女
医

美
咲
町
錦
織
の
興
禅
寺
へ
向
う
途
中
、
田
ん
ぼ
に
い
る
人
に
法
然
上
人
の
母
親
秦
氏
の
こ
と
を
聞
く
と
、
興
善
寺
の
老
僧
が
知
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
興
善
寺
で
は
奥
様
が
対
応
し
て
く
れ
た
が
、
母
が
秦
氏
の
血
筋
を
ひ
く
光こ

う

後ご

玉
江

た
ま
え

と
い
う
女
医
が
、
幕
末
か
ら
明

治
に
活
躍
し
た
が
、
遡
る
と
秦
氏
へ
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
う
。
こ
の
時
の
調
査
は
、
法
然
の
母
親
の
秦
氏
の
消
息
を
訪
ね
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
意
外
な
展
開
を
見
せ
た
。
で
は
、
光
後
玉
江
と
い
う
人
は
ど
う
い
う
人
か
。

美
咲
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）
三
月
一
一
日
に
、
光こ

う

後ご

（
秦
）
荊
淑

け
い
と
く

く
)

の
長
女
と
し
て
錦
織
で
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
浪
子
。
母
「
い
よ
」
の
氏
で
あ
る
秦
氏
は
、
あ
の
法
然
上
人
の
母
の
氏
と
同
じ
で
、
つ
な
が
り

が
類
推
さ
れ
る
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
一
五
才
の
時
に
、
津
山
藩
医
野
上
玄
雄
の
も
と
で
医
術
を
学
び
始
め
る
。

当
時
既
に
錦
織
で
医
業
学
修
所
を
開
い
て
い
た
父
の
姿
を
幼
い
頃
よ
り
見
て
、
医
学
の
道
を
志
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
父

も
、
娘
が
二
五
才
の
時
に
亡
く
な
る
。
そ
の
二
年
後
、
野
上
玄
雄
で
の
学
問
を
修
め
、
翌
年
一
月
、
晴
れ
て
大
阪
に
出
て
開
業
す
る
。
名
も
、

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

三
九



開
業
の
地
大
阪
市
北
区
玉
江
町
に
因
み
、
玉
江
と
改
名
す
る
。
し
か
し
開
業
し
て
半
年
後
の
七
月
、
や
っ
と
軌
道
に
乗
り
始
め
た
時
に
、
故

郷
よ
り
突
然
、
母
い
よ
の
病
の
知
ら
せ
を
受
け
る
。
急
い
で
帰
郷
す
る
が
、
看
病
も
む
な
し
く
母
を
失
う
。
そ
し
て
そ
の
悲
し
み
を
乗
り
越

え
て
、
同
年
興
禅
寺
の
住
職
戒
般
和
尚
に
弟
子
入
り
を
申
し
出
て
剃
髪
し
、
境
内
の
仏
間
を
使
っ
て
医
業
を
行
い
始
め
る
。

以
後
四
七
年
間
、
郷
里
の
人
々
の
医
療
に
捧
げ
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
一
月
三
一
日
寂
す
。
享
年
七
七
才
。
光
後
玉
江
自
身
が

書
き
残
し
た
も
の
と
し
て
は
、
明
治
一
三
年
か
ら
明
治
三
五
年
ま
で
の
間
に
、
彼
女
が
診
た
患
者
の
カ
ル
テ
「
処
剤
録
」
一
八
冊
、
明
治
一

一
年
か
ら
明
治
三
二
年
ま
で
の
「
患
者
届
書
控
」
一
冊
の
、
計
一
九
冊
が
あ
る
。
保
存
状
態
も
良
く
、
昭
和
五
三
年
五
月
二
二
日
に
中
央
町

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
同
じ
蘭
学
医
で
、
父
荊
淑
と
交
遊
の
あ
っ
た
箕
作
院
阮
甫
は
、
彼
女
が
生
ま
れ
た
年
に
津
山
の
新
開
町
で
開
業
し
（
二
九
才
）、

彼
女
が
一
三
才
の
時
に
江
戸
で
「
産
科
簡
明
」
を
出
版
し
て
い
る
。

※
貞
観
三
年
（
八
六
一
年
）
に
創
建
さ
れ
た
興
禅
寺
は
、
室
町
時
代
に
は
大
般
若
教
を
刊
行
す
る
な
ど
、
当
時
よ
り
有
力
な
寺
で
あ
っ
た
。

こ
の
寺
の
「
桜
渓
の
間
」
と
呼
ば
れ
る
仏
間
か
ら
、
近
年
、
江
戸
時
代
の
医
学
書
や
処
剤
録
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は
江
戸
末
期
か
ら

明
治
に
か
け
て
こ
の
地
で
開
業
し
た
、
女
性
蘭
万
医
、
光
後
玉
江
の
残
し
た
も
の
だ
っ
た
。
特
に
箕
作
院
甫
の
「
産
科
簡
明
」
は
全
国
に
三

冊
し
か
現
存
し
な
い
と
い
う
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。」

光
禅
寺
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
嵯
峨
山
に
あ
り
錦
織
氏
か
ら
崇
拝
さ
れ
て
い
た
。
の
ち
火
災
で
焼
失
し
現
在
地
に
移
転
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
錦
織
氏
は
武
士
の
集
団
で
あ
り
、
法
然
上
人
の
母
の
秦
氏
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
錦
織
地
区
の
も
う

一
つ
の
寺
院
、
弘
法
寺
は
新
し
い
寺
な
の
で
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
一
帯
は
「
こ
ど
も
の
頃
に
桑
と
、
農
家

の
二
階
で
蚕
は
確
か
に
や
っ
て
い
た
」
と
言
う
。
法
然
上
人
の
母
親
の
秦
氏
が
こ
の
錦
織
の
出
身
で
あ
り
、
高
貴
な
身
分
の
方
で
あ
っ
た
と

い
う
旧
知
の
仮
説
は
よ
り
一
層
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
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光
後
玉
枝
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
地
域
振
興
会
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
１
で
、
美
咲
町
の
本
山
寺
、
両
山
寺
の
紹
介
と
と
も
に
、
写
真
掲

載
を
含
め
て
紹
介
し
て
い
る
。
美
咲
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
の
時
点
で
は
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
っ
た
が
、
本
論
文
執
筆

時
点
で
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
ア
ク
セ
ス
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

旅
は
人
を
育
て
る

二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
第
三
回
目
の
調
査
紀
行
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、
ま
ず
広
島
へ
宿
を
取
っ
た
の
は
、
目
的
地
の
島
根
県
の
益
田
へ

は
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
え
ば
最
短
で
行
け
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
石
井
十
次
が
か
つ
て
音
楽
幻
燈
隊
を
引
き
連
れ
て
、

山
陰
の
興
業
を
終
え
て
浜
田
か
ら
広
島
へ
、
徒
歩
で
帰
路
を
急
い
だ
街
道
を
確
認
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、
明
治
三
一
年
七
月
末
の

真
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
前
掲
『
岡
山
孤
児
院
物
語
』
八
二
㌻
）
紙
の
上
で
の
認
識
と
、
彼
等
の
旅
の
苦
労
と
の
間
の
ず
れ
を
少
し
で
も
埋

め
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

広
島
か
ら
国
道
一
九
一
号
線
を
北
へ
走
り
、
一
八
六
号
線
に
入
る
と
、
道
は
い
よ
い
よ
狭
く
険
し
く
な
っ
て
く
る
。
明
治
の
時
代
の
十
次

た
ち
の
帰
路
と
は
逆
方
向
に
、
中
国
山
地
の
緩
や
か
な
坂
を
登
っ
て
行
く
。
道
路
は
川
と
並
行
し
て
浜
田
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
い
く
つ
か

旧
道
が
見
え
る
が
、
十
次
た
ち
は
、
楽
器
な
ど
大
き
な
荷
物
を
し
ょ
っ
て
、
こ
こ
を
歩
い
た
。
あ
る
い
は
、
馬
車
の
力
を
借
り
た
の
だ
ろ
う
。

北
上
し
、
標
高
が
上
が
る
に
従
い
、
う
っ
す
ら
と
色
づ
い
た
蔦
の
紅
葉
が
目
に
染
み
る
。
途
中
「
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と
い
う
、
小
ぢ
ん

ま
り
と
し
た
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
が
、
こ
こ
は
か
つ
て
鉄
道
の
駅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、
十
次
の
時
代
、
茶
店
が
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
興
業
収
入
で
懐
が
温
ま
っ
て
い
た
の
で
、
十
次
は
子
ど
も
た
ち
に
、
団
子
な
ど
を
振
る
舞
っ
た
に
違
い
な
い
。
仏
教
の

修
行
僧
の
死
を
賭
け
た
行
脚
に
も
似
た
旅
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
十
次
の
信
念
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、「
父
」
の
教
え
に
忠
実
な
子
ど
も
た

ち
も
、
十
次
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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昨
年
（
二
〇
一
四
）
八
月
二
〇
日
の
土
石
流
で
大
き
な
被
害
の
出
た
、
広
島
市
の
可
部
線
沿
線
の
安
佐
地
区
の
復
旧
現
場
を
見
な
が
ら
、

我
わ
れ
は
国
道
一
九
一
号
線
を
北
上
し
た
の
だ
が
、
こ
の
可
部
線
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
は
、
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
の
あ
る
場
所

で
開
通
し
て
お
り
、
こ
の
当
時
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
一
九
七
八
年
に
は
、
も
っ
と
北
に
あ
る
観
光
地
の
三
段
峡
ま
で
開
通
し
、
観
光
客
を
大

勢
運
ん
で
い
た
の
だ
が
、
過
疎
化
と
と
も
に
ジ
リ
貧
と
な
り
、
現
在
は
、
広
島
市
可
部
駅
以
北
は
廃
線
に
な
っ
て
い
る
。
廃
線
に
は
な
っ
た

が
、
い
ま
だ
残
る
鉄
橋
や
線
路
の
あ
と
に
、
時
の
流
れ
の
哀
れ
が
漂
う
。
十
次
た
ち
が
歩
い
た
こ
の
道
の
記
憶
を
今
に
伝
え
た
い
、
そ
う
念

じ
な
が
ら
旅
の
行
程
を
急
い
だ
。

地
域
の
人
か
ら
教
え
ら
れ
る

益
田
市
の
善
正
寺
へ
着
い
た
の
が
、
約
束
の
一
三
時
に
五
分
前
。
間
も
な
く
法
事
を
済
ま
せ
た
住
職
が
車
か
ら
降
り
て
現
れ
た
。（
下
）
で

は
（
上
）
に
引
き
続
い
て
、
同
寺
院
の
地
域
へ
の
か
か
わ
り
方
を
述
べ
る
。
若
冠
三
〇
才
の
体
格
の
良
い
住
職
だ
。
住
職
の
お
祖
父
さ
ん
が
、

こ
の
地
で
、
別
の
寺
院
に
い
た
の
だ
が
、
当
善
正
寺
に
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
た
の
を
機
に
、
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
に
、
本
願
寺
・
中
央
仏
教

学
院
で
の
修
行
を
終
え
入
山
し
た
と
い
う
。

案
の
定
、
失
礼
な
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
荒
れ
寺
で
、
ま
た
伯
母
さ
ん
の
所
有
＊
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な
苦
労
を
し
た
が
、

何
と
か
こ
こ
ま
で
来
た
と
住
職
は
言
う
。
檀
家
数
二
〇
〇
、
山
間
地
で
は
多
い
の
だ
が
、
過
疎
ゆ
え
不
安
も
抱
え
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

浄
土
真
宗
の
教
義
を
と
く
と
拝
聴
し
た
が
、
住
職
が
言
わ
ん
と
す
る
真
髄
は
、
間
違
う
と
失
礼
な
の
で
割
愛
す
る
。
大
意
は
、
檀
信
徒
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
教
え
ら
れ
つ
つ
悟
り
を
拓
い
て
い
く
実
践
だ
と
言
う
。
だ
か
ら
、
聞
き
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
「
煩

悩
と
と
も
に
行
き
る
」
を
信
条
と
し
て
い
る
。
自
分
は
あ
ら
煮
が
嫌
い
だ
っ
た
が
、「
自
分
が
あ
ら
、
周
り
の
地
域
の
人
が
汁
」
で
、
や
っ
と

あ
ら
煮
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
笑
う
。

共
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わ
さ
び
田
で
村
お
こ
し
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
正
す
と
「
そ
れ
は
知
人
と
の
付
き
合
い
で
や
っ
て

い
る
」
こ
と
で
、
寺
院
の
運
営
と
い
う
本
業
で
地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
の
確
証
を
得
た
。
議
員
に
立
候
補
す
る
と
い
う
話
も
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
安
易
な
地
域
振
興
と
の
か
か
わ
り
は
慎
重
に
進
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
心
象
を
得
た
。
過
疎
と
か
限
界
集
落
な
ど
、
嫌
な
雰
囲
気

が
漂
う
山
陰
の
空
に
も
、
こ
の
よ
う
な
若
い
住
職
と
出
会
う
こ
と
で
、
透
き
通
る
よ
う
な
青
空
が
戻
っ
て
来
た
。

＊
専
門
家
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
浄
土
真
宗
で
は
庫
裏
や
土
地
の
私
有
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
が
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。三

祖
良
忠
上
人

良
忠
寺
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
す
で
に
「
上
」
で
紹
介
し
た
が
、
こ
こ
で
ま
ず
、
開
山
者
の
良
忠
上
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
示
す
。
浄
土

宗
大
本
山
光
明
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
良
忠
寺
で
い
た
だ
い
た
資
料
に
も
、
聖
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
あ
り
、
一
部

を
省
略
し
て
紹
介
す
る
（
改
行
、
西
暦
数
字
、
句
読
点
等
は
変
更
、
ル
ビ
は
筆
者
）。

「
良
忠
上
人
は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
七
月
二
七
日
、
石
見
国
三
隅
庄
で
誕
生
さ
れ
ま
し
た
―
法
然
上
人
が
六
六
歳
の
時
（
筆
者
）
―

一
六
歳
で
出
家
し
、
出
雲
国
鰐
渕
寺
で
登
壇
受
戒
さ
れ
、
天
台
・
密
教
を
学
び
、
つ
づ
い
て
各
地
に
教
え
を
求
め
て
克
苦
修
行
の
末
、
倶
舎
・

律
・
禅
を
究
め
、
ま
た
三
論
・
華
厳
等
を
奈
良
に
遊
学
し
、
特
に
法
相
を
興
福
寺
勝
願
院
の
良
遍
に
学
び
、
さ
ら
に
は
高
野
山
学
頭
・
源
朝

よ
り
真
言
を
受
け
る
な
ど
、
辛
苦
修
学
の
歳
月
を
重
ね
ら
れ
た
。

上
人
三
四
歳
の
時
、
郷
里
へ
帰
る
や
、
多
陀
寺
に
籠
も
っ
て
五
年
に
も
お
よ
ぶ
不
断
念
仏
を
修
さ
れ
た
。
そ
の
さ
な
か
生
仏
法
師
に
会
い
、

そ
の
勧
め
に
よ
っ
て
九
州
へ
下
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
九
州
の
筑
後
で
、
教
化
伝
道
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
宗
祖
・
法
然

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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上
人
の
正
意
を
継
承
さ
れ
て
二
祖
と
な
ら
れ
た
聖
光
房
弁
長
上
人
に
会
う
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。

良
忠
上
人
が
、
こ
の
聖
光
上
人
を
上
妻
（
福
岡
県
）
の
天
福
寺
に
尋
ね
た
の
は
、
嘉
禎
二
（
一
二
三
六
）
年
九
月
、
良
忠
上
人
三
八
歳
、

聖
光
上
人
七
五
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
良
忠
上
人
は
、
二
祖
上
人
の
許
に
修
学
す
る
こ
と
一
両
年
、
浄
土
宗
の
正
義
を
こ
と
ご
と
く
相
承
さ

れ
、
嘉
禎
三
年
八
月
こ
こ
に
浄
土
宗
第
三
祖
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

名
残
り
多
き
九
州
の
地
を
去
り
、
師
の
諭
誡
を
胸
に
し
て
諸
国
の
教
化
へ
勇
ん
で
向
か
わ
れ
た
。
一
度
帰
郷
さ
れ
た
上
人
は
、
約
十
年
の

間
、
石
見
・
安
芸
（
広
島
県
）
等
の
中
国
地
方
の
教
化
に
力
を
つ
く
さ
れ
、
つ
い
で
上
人
の
心
中
期
す
る
と
こ
ろ
の
関
東
弘
教
の
遊
化
の
旅

に
立
た
れ
た
。

こ
の
間
、
十
年
余
り
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
良
忠
上
人
御
年
六
二
歳
の
頃
、
数
人
の
門
弟
と
と
も

に
下
総
を
後
に
し
て
、
当
時
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
鎌
倉
へ
入
ら
れ
、
間
も
な
く
北
条
朝
直
の
帰
依
の
も
と
、
悟
真
寺
に
住
さ
れ

た
。
･･････良
忠
上
人
は
、
こ
の
悟
真
寺
を
中
心
と
し
て
教
線
を
は
り
、
多
数
の
門
下
を
養
成
し
、
ま
た
著
述
に
も
専
念
さ
れ
た
。
御
著
百

巻
と
称
さ
れ
る
も
の
、
そ
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
著
作
は
、
ひ
と
え
に
宗
祖
の
念
仏
義
を
末
代
に
伝
え
ん
が
た
め
で
あ
り
、
そ
の
ご
信
念
た

る
や
、
ま
こ
と
に
熱
烈
な
も
の
が
あ
る
。

上
人
七
八
歳
、
在
京
の
門
下
の
招
請
に
よ
り
、
京
に
上
が
り
布
教
、
著
述
に
と
、
超
人
的
活
動
を
つ
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
京
都
の
滞
在
は

重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
京
に
よ
っ
て
、
京
都
の
浄
土
宗
の
振
興
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
弘
安
九
（
一
二
八
六
）

年
、
八
八
歳
の
高
齢
と
な
ら
れ
た
良
忠
上
人
は
、
鎌
倉
へ
帰
ら
れ
高
弟
の
寂じ

ゃ
く

慧え

良り
ょ
う

暁ぎ
ょ
う

に
、
浄
土
の
宗
義
を
相
伝
さ
れ
、
念
仏
の
弘
通
を
た

く
し
、
翌
弘
安
一
〇
年
七
月
六
日
、
八
九
歳
を
も
っ
て
鎌
倉
に
入
滅
せ
ら
れ
た
。
三
祖
良
忠
上
人
の
化
教
は
、
九
州
か
ら
関
東
ま
で
の
極
め

て
広
範
囲
に
わ
た
り
、
上
は
皇
室
か
ら
下
は
庶
民
大
衆
に
及
び
、
念
仏
の
声
は
都
鄙
に
高
ま
り
山
海
に
響
き
、
ま
た
終
生
を
著
述
に
専
注
さ

れ
「
報
夢
鈔
」
と
称
さ
れ
る
五
〇
余
巻
二
〇
部
に
わ
た
る
大
著
述
を
残
さ
れ
、
浄
土
宗
義
の
大
網
を
組
織
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
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ご
功
労
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
っ
て
、
今
日
の
浄
土
宗
教
団
へ
と
発
展
す
る
基
盤
を
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。２
」

上
人
の
生
い
立
ち
か
ら
の
一
生
に
関
し
て
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「「
三
祖
良
忠
上
人
御
一
代
記
」
と
題
す
る
詳
細
な

法
話
が
聞
け
る
。
上
人
は
京
都
で
長
い
一
生
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
島
根
県
三
隅
の
地
に
再
び
蘇
っ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
宗
祖
法
然
上
人
と
同
様
で
あ
っ
た
。

空
外
上
人
の
墨
刷
り
係
―
三
上
妙
光
尼

益
田
市
と
浜
田
市
の
間
の
、
狭
い
道
幅
の
林
道
を
抜
け
て
、
良
忠
寺
へ
着
い
た
の
が
秋
の
日
が
傾
き
か
け
た
頃
。
三
上
妙
光
住
職
は
、
こ

の
前
と
同
じ
よ
う
に
、
本
堂
の
戸
を
開
け
て
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

住
職
は
夕
方
、
所
用
が
あ
る
ら
し
く
、
取
材
は
手
短
か
に
済
ま
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
、
法
然
上
人
に
遅
れ
る
こ
と
六
〇
年
、
同
地
に

生
ま
れ
仏
教
を
学
び
、
修
行
し
、
関
東
を
中
心
に
四
〇
数
箇
寺
を
建
立
、
多
く
の
人
材
を
育
成
し
た
良
忠
上
人
を
讃
え
、
明
治
一
三
年
に
建

立
さ
れ
た
良
忠
寺
の
歴
代
住
職
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
な
の
だ
が
、
あ
の
山
本
空
外
が
、
妙
光
尼
の
先
代
の
住
職
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
椎
尾
弁
匡
が
同
地

に
来
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
二
人
の
住
職
（
三
上
文
匡
、
良
匡
）
が
弁
匡
の
「
匡
」
の
字
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
寺
院

の
継
承
に
当
た
り
得
度
を
す
る
場
合
、
師
匠
の
名
前
を
一
字
譲
り
受
け
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
椎
尾

弁
匡
と
良
忠
寺
が
線
で
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
山
本
空
外
も
ま
た
、
椎
尾
弁
匡
か
ら
二
世
代
後
の
人
な
の
だ
が
、
弁
匡

と
同
じ
東
京
帝
国
大
学
の
出
身
で
、
共
通
の
学
問
的
源
泉
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
う
し
て
、
点
は
線
と
な
り
面

と
な
り
、
後
世
に
実
践
的
教
訓
や
教
え
が
継
承
さ
れ
て
い
く
。
仏
教
の
、
時
空
を
超
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
屈
強
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
。

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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こ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
明
治
中
･後
期
・
大
正
の
こ
ろ
か
ら
活
発
に
創
設
さ
れ
た
仏
教
福
祉
社
会
事
業
が
、
他
宗
教
・
派
に

も
影
響
を
与
え
な
が
ら
、
後
に
国
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
へ
と
吸
収
・
展
開
さ
れ
て
い
き
、
大
き
な
社
会
的
潮
流
と
し
て
時
代
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

妙
光
さ
ん
に
と
っ
て
、
空
外
上
人
が
極
楽
寺
の
別
時
（
年
に
一
回
行
わ
れ
る
寺
院
で
の
集
ま
り
３
）
に
導
師
と
し
て
来
て
い
て
、
経
を
唱
え

な
が
ら
流
暢
に
筆
を
走
ら
せ
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
と
回
顧
す
る
。
当
時
小
学
生
だ
っ
た
妙
光
さ
ん
は
、傍
ら
で
墨
を
摺
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

そ
の
厳
粛
で
か
つ
和
や
か
な
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

明
治
一
三
年
に
、
良
忠
寺
が
建
立
さ
れ
た
時
の
管
長
が
三
上
鵜
飼
聖
人
。
昭
和
二
六
年
生
ま
れ
の
良
匡
さ
ん
が
兄
に
当
た
る
。
良
匡
さ
ん

は
児
童
養
護
施
設
の
代
表
を
し
て
お
ら
れ
る
。
妙
光
さ
ん
は
昭
和
三
〇
年
に
極
楽
寺
で
生
ま
れ
、
二
九
年
に
祖
父
が
聖
喤こ

う

寮
を
創
設
し
、
物

心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
寮
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
た
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
寮
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
、
知
恩
院
の

短
大
（
華
頂
短
期
大
学
）
へ
進
み
、
僧
籍
を
取
得
し
た
。
弁
匡
さ
ん
も
極
楽
寺
へ
来
て
い
た
と
お
兄
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
弁
匡
と
良
忠
寺
の
交
流
の
い
き
さ
つ
は
何
だ
ろ
う
か
。
あ
え
て
問
う
必
要
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所

の
『
浄
土
宗
社
会
福
祉
施
設
総
覧
』
三
三
ペ
ー
ジ
に
、
大
正
八
(一
九
一
九
)年
、
椎
尾
弁
匡
が
創
設
し
た
財
団
法
人
慈
友
会
(児
童
養
護
施
設
)

の
事
が
出
て
い
る
。
椎
尾
耕
匡
は
社
会
事
業
家
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

児
童
養
護
施
設
創
設
の
い
き
さ
つ
は
、
そ
の
頃
、
措
置
を
要
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
て
「
石
見
の
子
は
石
見
で
育
て
た
い
」
と
い
う
の

が
い
き
さ
つ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
個
人
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
筆
者
瀬
川
の
妹
（
昭
和
二
四
年
生
ま
れ
で
美
作
仏
教
自
修

会
が
発
端
で
出
来
た
報
恩
養
老
院
の
後
継
の
児
童
養
護
施
設
の
園
長
）
の
岸
本
延
子
は
、
妙
光
さ
ん
と
は
旧
知
の
仲
で
あ
る
。

無
二
的
生
活
の
空
外
上
人

共
生
文
化
研
究

第
二
号

四
六



翌
日
四
日
（
日
曜
日
）、
良
忠
寺
と
も
縁
の
深
い
山
本
空
外
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
空
外
記
念
館
を
訪
問
し
た
。
こ
の
記
念
館
は
、
空
外

師
の
提
案
も
あ
っ
て
、
気
候
が
よ
い
一
〇
月
（
一
日
か
ら
三
一
日
）
に
、
書
籍
や
資
料
な
ど
の
虫
干
し
も
か
ね
て
、
期
間
限
定
で
一
般
開
放

す
る
の
だ
そ
う
だ
。
奈
良
の
正
倉
院
に
習
っ
た
と
い
う
。
記
念
館
の
上
に
位
置
す
る
隆
法
寺
へ
行
き
、
抹
茶
の
施
し
を
受
け
た
。
房
守
の
奥

様
が
お
茶
と
お
菓
子
を
運
ん
で
く
れ
、
世
間
話
に
つ
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
境
内
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
、
絨
毯
の
よ
う
に
広
が
っ

た
収
穫
間
近
の
黄
色
い
田
ん
ぼ
が
心
を
洗
う
。
本
堂
に
は
、
空
外
の
書
が
掛
け
て
あ
る
。
年
二
回
の
別
時
の
と
き
に
来
寺
し
、
経
を
唱
え
な

が
ら
書
を
書
い
た
の
だ
そ
う
だ
。

記
念
館
で
は
、
空
外
師
の
遺
品
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
原
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
拝
見
し
て
い
る
と
何
時
間
も
か
か
り
そ
う

だ
。「
人
間
と
自
然
」「
無
的
人
間
」
の
二
冊
の
非
売
品
の
書
籍
を
購
入
し
、
記
念
館
を
あ
と
に
し
た
。
本
稿
で
は
、
空
外
上
人
の
思
想
の
奥

義
に
触
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
時
間
的
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

労
働
運
動
家
片
山
潜

労
働
者
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
で
社
会
事
業
に
実
績
の
あ
る
片
山
潜
の
記
念
館
を
訪
問
し
た
。
誕
生
寺
か
ら
東
へ
の
至
近
距
離
に
あ
る
。
片

山
潜
は
共
産
主
義
運
動
で
は
、
世
界
的
に
知
ら
れ
た
人
な
の
だ
が
、
社
会
事
業
家
と
し
て
も
足
跡
を
残
し
て
お
り
、
今
回
の
調
査
対
象
に
加

え
た
。
美
作
大
学
の
社
会
福
祉
の
専
門
家
・
後
藤
氏
も
、
美
作
地
方
の
開
明
的
社
会
活
動
家
と
し
て
片
山
潜
の
名
を
上
げ
て
い
た
。
片
山
も

ま
た
、
我
わ
れ
の
研
究
対
象
に
な
る
社
会
事
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
一
人
な
の
で
あ
る
。
慈
善
や
慈
愛
に
基
づ
く
社
会
事
業
や
福
祉

に
、
主
義
主
張
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
の
隔
た
り
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

記
念
館
の
カ
ギ
の
管
理
を
し
て
い
る
櫻
井
節
子
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
館
内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
伺
う
こ
と
が
出

来
た
。
片
山
潜
は
、
同
地
の
浄
土
宗
の
寺
院
の
生
ま
れ
で
、
両
親
が
離
婚
し
た
た
め
に
親
戚
の
片
山
家
に
預
け
ら
れ
、
旧
姓
の
藪
木
か
ら
片

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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山
姓
に
変
わ
っ
た
。
美
作
仏
教
各
宗
自
修
会
の
生
み
の
親
の
清
田
寂
栄
が
、
片
山
の
父
・
水
尾
寂
宣
の
娘
と
結
婚
し
た
た
め
、
片
山
と
清
田

は
義
理
の
兄
弟
（
清
田
が
片
山
の
異
母
弟
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
金
光
山
多
聞
寺
の
寺
史
『
金
光
山
多
聞
寺
』
に
記
録
さ

れ
て
お
り
、
前
掲
研
究
ノ
ー
ト
で
も
ふ
れ
て
お
い
た
。

美
作
地
方
の
仏
教
社
会
事
業
の
先
駆
者
と
労
働
運
動
家
の
片
山
潜
と
は
線
で
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
仏
教
社
会
事
業
家
で
あ
り
な
が

ら
、
忠
君
愛
国
の
精
神
を
説
き
、
日
露
戦
争
に
直
面
し
て
国
威
発
揚
の
た
め
に
熱
く
戦
争
へ
の
協
力
を
訴
え
る
清
田
が
、
共
産
主
義
を
唱
え

て
国
外
へ
脱
出
し
、
モ
ス
ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン
で
最
期
を
迎
え
る
片
山
と
義
理
の
兄
弟
関
係
で
あ
っ
た
と
は
、
実
に
驚
き
と
い
う
し
か
な
い
。

こ
の
地
方
が
育
ん
だ
二
人
の
逸
材
は
、
一
方
が
仏
教
の
社
会
事
業
家
と
し
て
、
他
方
は
国
際
的
労
働
運
動
活
動
家
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。

同
地
は
偉
人
法
然
上
人
を
生
み
出
し
、
仏
教
の
歴
史
に
新
し
い
霊
峰
を
築
い
た
の
み
な
ら
ず
、
明
治
時
代
に
は
、
岸
田
吟
行
の
よ
う
な
先
見

の
明
の
あ
る
優
秀
な
実
業
家
を
も
生
み
出
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
戦
乱
の
世
に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
、
し
ぶ
と
く
行
き
ぬ
い
た
タ
フ
な
土
地

柄
と
、
豊
か
な
地
域
社
会
が
あ
っ
た
と
筆
者
等
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
も
っ
と
遠
因
に
、
古
代
の
こ
の
地
へ
海
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
た
秦
氏

や
海
人
な
ど
渡
来
人
た
ち
の
、
き
ら
び
や
か
な
権
力
と
文
化
拠
点
・
京
都
か
ら
し
て
も
羨
む
ほ
ど
の
、
先
進
的
な
技
術
や
文
化
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
法
然
上
人
も
ま
た
、
こ
の
地
域
経
済
・
文
化
を
築
い
た
人
た
ち
の
末
裔
で
あ
っ
た
。

津
田
白
印
の
甘
露
院

津
田
白
印
が
、
地
元
笠
岡
の
地
に
お
い
て
孤
児
の
救
済
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
石
井
十
次
が
孤
児
教
育
会
（
後
の
岡
山
孤
児
院
）
を
三
友

寺
に
開
設
し
た
一
九
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
遅
れ
る
こ
と
一
三
年
後
の
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
白
印
が
、
九

州
な
ど
の
寺
院
で
修
行
を
終
え
た
後
、
三
八
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

孤
児
救
済
で
活
躍
中
の
十
次
の
こ
と
は
、
白
印
の
耳
に
も
当
然
入
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
白
印
が
幻
燈
隊
を
組
織
し
た
の
も
、
十
次
の
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影
響
に
他
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
岡
山
と
笠
岡
は
つ
い
目
と
鼻
の
先
で
あ
る
。
白
印
の
孤
児
救
済
事
業
に
関
し
て
は
、
坂
本
忠
次
の
研
究

（
巻
末
参
考
文
献
一
七
）
で
詳
細
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
小
論
で
は
坂
本
の
研
究
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
付
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
白
印
が
孤
児
救
済
を
開
始
す
る
に
当
た
り
依
拠
し
た
の
が
、
仏
教
の
「
福
田

ふ
く
で
ん

の
思
想
」
で
あ
り
、
参
考

文
献
四
五
の
『
福
田
会
の
あ
ゆ
み
』
発
刊
に
当
た
り
、
福
田
会
理
事
長
の
太
田
孝
昭
氏
は
、
一
八
七
六
年
に
臨
済
宗
の
今
川
貞
山
等
に
よ
っ

て
、「
仏
教
上
慈
悲
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
貧
困
無
告
ノ
児
女
を
修
養
す
る
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
一
八
七
八
年
に
臨
済
宗
、
日
蓮
宗
、

天
台
宗
、
真
言
宗
、
時
宗
、
浄
土
宗
の
僧
職
者
が
数
多
く
福
田
会
育
児
院
の
創
設
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。（
傍
点
は
筆

者
。
発
刊
に
当
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
文
よ
り
）

仏
教
福
祉
の
初
期
に
お
い
て
「
仏
教
上
慈
悲
」
の
精
神
が
謳
わ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
坂
本
も
言
う
よ
う
に
、
明
治
以

降
の
急
速
な
工
業
化
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
化
と
そ
れ
に
伴
う
貧
困
化
な
ど
諸
矛
盾
に
対
応
し
て
、
仏
教
者
が
大
同
団
結
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。

津
田
白
印
の
甘
露
院
ゆ
か
り
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
浄
心
寺
は
、
Ｊ
Ｒ
笠
岡
駅
か
ら
北
東
へ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
至
近
距
離
に
あ
る
。
津

田
白
印
が
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
育
児
院
を
最
初
に
創
設
し
た
の
は
、
や
は
り
同
じ
く
笠
岡
の
本
林
寺
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
、
浄

心
寺
を
訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。
白
印
が
甘
露
院
を
設
立
し
た
の
は
、
石
井
十
次
が
事
情
を
抱
え
た
女
性
遍
路
か
ら
前
原
定
一
を
預
か
り
、

門
田
村
三
友
寺
に
孤
児
教
育
会
を
設
立
（
後
に
岡
山
孤
児
院
）
し
た
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
遅
れ
る
こ
と
一
三
年
の
一
九
九
〇
（
明

治
三
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
浄
心
寺
の
山
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
左
手
に
寺
院
の
沿
革
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
お
り
、
一
八
〇

六
年
、
伊
能
忠
孝
一
行
が
瀬
戸
内
海
の
測
量
に
向
か
う
途
中
、
同
寺
院
に
投
宿
し
た
旨
の
文
字
が
見
え
る
。
由
緒
あ
る
寺
院
で
あ
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

本
堂
脇
に
小
さ
な
お
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
宮
大
工
に
訪
ね
る
と
、
阿
弥
陀
堂
だ
と
言
う
。
庫
裏
へ
住
職
を
訪
ね
る
と
、
生
憎
不
在
で

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

四
九



女
性
が
愛
想
を
し
て
く
れ
た
が
、
庫
裏
の
手
前
に
あ
る
建
物
が
育
児
院
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
だ
そ
う
だ
。
頑
丈
な
造
り
だ
。

境
内
に
大
き
な
い
ち
ょ
う
の
木
が
あ
り
、
そ
の
下
の
庵
に
、
白
印
が
晩
年
を
過
ご
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
岡
山
大
学
か
ら
定
年
で
関
西
福

祉
大
学
へ
移
り
、
仏
教
福
祉
の
研
究
を
し
て
い
た
坂
本
忠
次
先
生
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
そ
う
だ
。
甘
露
育
児
院
最
後
の
生
き
残
り
の
方
も
、

と
う
と
う
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
い
、
当
育
児
院
も
一
時
代
を
画
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
白
印
が
最
初
に
甘
露
育
児
院
を
創

設
し
た
法
林
寺
、
薬
師
如
来
の
慈
眼
院
は
訪
問
出
来
な
か
っ
た
。
慈
眼
院
は
、
私
の
妹
が
経
営
す
る
児
童
養
護
施
設
と
懇
意
な
付
き
合
い
に

あ
り
、
明
正
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
形
成
さ
れ
た
仏
教
福
祉
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
宗
派
、
宗
旨
、
時
空
を
超
え
て
今
な
お
健
在
で

あ
る
。

落
成
式
を
迎
え
る
菩
提
寺

午
後
、
菩
提
寺
の
奈
義
町
へ
向
か
う
。
晩
秋
と
い
う
と
ま
だ
早
い
が
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空
に
「
北き

た

気け

」
が
そ
よ
吹
き
、
冬
の
到
来

を
予
感
さ
せ
る
。
北
気
と
は
「
き
た
け
」
と
読
み
、
晩
秋
か
ら
冬
の
入
り
口
に
か
け
て
中
国
山
地
を
吹
き
降
ろ
し
て
く
る
風
の
こ
と
で
、
し

ば
し
ば
小
雨
を
伴
う
。
法
然
上
人
若
か
り
し
頃
、
こ
の
北
気
が
吹
き
抜
け
る
中
、
勉
学
に
励
ん
だ
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
地
元
の
政
情
不
安

か
ら
、
わ
が
子
勢
至
丸
（
法
然
上
人
の
幼
少
の
名
と
さ
れ
る
）
を
政
敵
か
ら
菩
提
寺
に
か
く
ま
い
、
可
愛
い
わ
が
子
の
安
否
に
胸
を
打
ち
ひ

し
が
れ
、
中
国
山
地
の
脊
梁
那
岐
山
に
涙
し
た
母
親
の
心
情
幾
ば
く
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

対
応
し
て
く
れ
た
の
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
い
る
教
育
委
員
会
の
寺
坂
さ
ん
。
三
〇
代
の
ま
た
若
い
職
員
で
、
子
供
の
こ
ろ
報
恩
明
照
会

の
研
修
施
設
で
研
修
を
や
っ
た
と
言
っ
て
笑
う
。
貰
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
県
指
定
の
五
つ
の
文
化
財
、
町
指
定
の
三
六
の
文
化

財
が
あ
り
、
二
八
の
中
世
の
山
城
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
菩
提
寺
の
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
国
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
。
高

貴
山
菩
提
寺
、
山
梨
、
広
葉
杉
、
菩
提
寺
城
趾
は
一
体
と
し
て
「
菩
提
寺
文
化
財
」
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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こ
の
う
ち
町
に
よ
っ
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
の
樹
勢
維
持
事
業
(補
助
事
業
)で
、
累
計
四
〇
〇
万
円
を
か
け
て
、

枝
の
つ
っ
か
い
棒
の
塗
り
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
次
に
木
道
で
こ
れ
は
完
成
し
て
い
る
。
産
業
振
興
関
係
で
ト
イ
レ
の
全
面
改
築
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
、（
上
）
で
す
で
に
報
告
し
た
。
杉
の
伐
採
も
進
み
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
本
堂
と
鐘
楼
の
新
改
築
は
終
了
し
、
二
〇
一
五
年
一

一
月
に
は
落
成
式
が
行
わ
れ
る
。

浄
土
宗
の
担
当
は
、
寺
院
関
係
の
部
分
で
、
庫
裏
の
隣
に
あ
っ
た
集
会
場
は
撤
去
さ
れ
、
ダ
ン
プ
の
砂
利
で
整
地
さ
れ
た
。
寺
院
の
担
当

は
誕
生
寺
で
聞
い
た
通
り
、
勝
間
田
の
安
養
寺
で
、
岡
山
教
区
で
対
応
し
て
い
る
。「
政
教
分
離
で
町
と
宗
教
に
適
切
な
距
離
を
置
く
こ
と
が

大
事
」、
し
か
し
「
菩
提
寺
は
町
の
宝
だ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
く
」
と
寺
坂
さ
ん
は
言
う
。
現
場
に
は
、
毎
日
行
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
住

職
は
小
笠
原
さ
ん
と
い
い
、
庫
裏
に
住
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
六
〇
過
ぎ
で
元
気
な
の
だ
が
、
多
少
健
康
に
不
安
が
あ
る
と
言
う
。
古
文

書
等
文
化
財
の
事
を
聞
く
と
、
過
去
数
百
年
の
間
に
、
宗
派
が
変
わ
っ
た
り
途
切
れ
た
り
で
、
本
堂
の
物
は
別
に
し
て
、
保
存
は
期
待
出
来

な
い
よ
う
だ
。

菩
提
寺
は
地
域
の
振
興
と
も
関
わ
っ
て
お
り
、
本
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
一
日
(土
曜
)の
午
後
四
時
か
ら
五
時
ま
で
奈
義
町
観
光
協
会
と
、

先
に
紹
介
し
た
公
益
財
団
法
人
と
も
い
き
財
団
の
共
催
で
、
往
年
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
高
石
と
も
や
の
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

オ
オ
イ
チ
ョ
ウ
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
行
わ
れ
た
。
後
日
、
落
慶
式
の
様
子
は
、
山
陽
新
聞
の
記
事
で
知
っ
た
の
だ
が
、
以
前
、
立
正
青
葉

学
園
の
植
え
た
桜
の
苗
木
が
イ
ノ
シ
シ
に
だ
め
に
さ
れ
た
の
だ
が
、
今
回
植
え
な
お
し
に
行
っ
た
と
、
園
長
の
瀬
川
延
子
は
語
っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
法
然
上
人
ゆ
か
り
の
菩
提
寺
が
こ
の
よ
う
に
地
域
に
開
か
れ
た
場
所
と
し
て
再
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

か
ぎ
り
で
あ
り
、
仏
教
寺
院
、
地
域
、
自
治
体
等
の
協
力
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
と
し
て
そ
の
法
灯
を
護
っ
て
行
く
事
が
望
ま

れ
る
。

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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医
療
福
祉
の
悲
眼
院

笠
岡
市
か
ら
県
道
笠
岡
・
矢
掛
線
を
矢
掛
方
面
に
向
か
っ
て
走
る
と
、
旧
山
陽
道
沿
い
に
、
か
つ
て
は
山
内
十
二
坊
を
数
え
た
標
高
一
七

五
メ
ー
ト
ル
の
「
薬
師
如
来
浄
瑠
璃
山
」
が
あ
る
。
明
王
院
は
、
こ
の
山
の
中
腹
に
あ
り
、
参
道
石
段
下
に
は
、
岡
山
県
下
最
初
の
庶
民
救

療
事
業
で
あ
る
無
料
眼
科
診
療
所
だ
っ
た
「
悲
眼
院
」
も
あ
り
、
歴
史
と
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
民
衆
教
化
実
践
の
寺
と
し
て
、
現
代
に
そ

の
法
灯
を
受
け
継
い
で
い
る
。
明
王
院
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
寺
の
開
基
は
壱
漬
大
和
尚
。
姓
は
大
中
臣
正
棟
で
、
父
親
は
従
五
位
下
備
中
守
刺
司
（
長
官
）
治
知
麻
呂
で
、
和
気
清
麻
呂
の
曾
孫
に

当
た
る
。
南
都
・
薬
師
寺
の
戒
明
和
尚
を
師
と
し
て
出
家
。
承
和
二
（
八
三
五
）
年
、
大
戒
を
受
け
、
こ
れ
を
以
て
「
浄
瑠
璃
山
」
を
開
基

し
た
。
白
山
権
現
か
ら
薬
師
如
来
像
を
受
け
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
鎌
倉
期
の
作
で
、
中
国
地
方
三
薬
師
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
壱
演
和
尚
は
常
に
金
剛
般
若
経
を
持
誦
し
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

往
古
、
浄
瑠
璃
山
内
に
は
薬
王
寺
、
円
福
寺
、
碇
光
坊
、
西
林
坊
、
金
剛
坊
、
西
寺
、
辻
の
坊
、
畝
之
坊
、
奥
之
坊
、
里
之
坊
、
中
之
坊
、

遍
照
坊
の
十
二
坊
が
あ
り
、
碇
光
坊
が
現
在
の
明
王
院
に
当
た
る
。
こ
の
う
ち
、
金
剛
坊
、
遍
照
坊
、
西
寺
、
辻
の
坊
は
大・

峰・

山・

系・

の・

修・

験・

の・

流・

れ・

を・

汲・

む・

山・

伏・

の
寺
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
旧
参
道
に
「
修
験
念
願
碑
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
鎮
守
が
権
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
現
信

仰
と
密
教
の
習
合
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
浄
瑠
璃
山
一
帯
は
、
南
北
朝
の
動
乱
の
時
代
に
、
足
利
尊
氏
と
甥
の
直
冬
の
争
い
に
端
を
発
す
る
「
円
福
寺
合
戦
」
の

戦
場
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
九
州
に
逃
れ
た
直
冬
の
挙
兵
を
知
っ
た
尊
氏
は
、
岩
松
禅
師
こ
と
僧
・
頼
宥
を
備
後
へ
下
向
さ
せ
鎮
圧
に
備

え
た
。
こ
の
頼
宥
が
本
陣
を
構
え
た
地
が
浄
瑠
璃
山
で
あ
り
、
攻
防
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
戦
い
に
よ
っ
て
、
円
福
寺
は
天
平
六
（
一
三

五
一
）
年
に
焼
失
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
に
持
宝
院
と
な
る
が
、
こ
の
間
、
碇
光
坊
が
円
福
寺
を
兼
務
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
寺
檀
制
度
の
確
立
に
よ
り
薬
王
寺
、
持
宝
院
、
碇
光
坊
、
西
林
坊
だ
け
が
残
り
、
他
の
寺
は
廃
絶
さ
れ
た
。
明
和
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二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
、
金
剛
坊
の
本
堂
を
碇
光
坊
に
移
築
し
、
本
尊
が
不
動
明
王
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
明
王
院
」
と
改
め
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
高
橋
住
職
の
祖
父
に
当
た
る
高
橋
慈
本
住
職
が
、
大
正
三
年
、
周
辺
の
医
師
や
真
言
宗
寺
院
に
呼
び
か
け
て
、

岡
山
県
下
最
初
の
庶
民
救
療
事
業
で
あ
る
無
料
眼
科
診
療
所
「
悲
眼
院
」
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
児
童
福
祉
施
設
と
な
っ
て
い

る
が
、〝
真
言
王
国
・
備
中
〞
に
お
け
る
真
言
僧
の
社
会
活
動
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。（
参
考
文
献
四
九
）

筆
者
は
す
で
に
津
山
市
に
お
い
て
大
正
八
年
一
二
月
に
大
円
寺
住
職
が
施
寮
院
を
開
設
し
た
経
緯
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
実
は
そ
の
津
山

施
寮
院
の
事
業
モ
デ
ル
が
こ
こ
で
紹
介
す
る
悲
眼
院
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
当
時
の
岡
山
県
学
務
部
社
会
課
よ
り
「
農
村

の
救
療
施
設
悲
眼
院
」
と
い
う
小
冊
子
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
姉
妹
編
と
し
て
昭
和
五
年
三
月
に
「
市
街
地
の
救
療
施
設

津
山
施

寮
院
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
、
大
円
寺
住
職
清
田
寂
担
（
清
田
寂
榮
の
弟
子
）
の
講
演
記
録
が
同
課
よ
り
発
行
さ
れ
て
お
り
、
今
回
こ
れ
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

津
山
施
寮
院
創
設
に
際
し
て
「
サ
ッ
パ
リ
方
角
が
立
た
ぬ
始
末
で
、
一
時
は
殆
ど
絶
望
か
と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
折
大
正
八
年

夏
、
恩
師
清
田
寂
榮
師
が
備
中
悲
眼
院
の
院
長
渡
邊
元
一
氏
か
ら
施
療
事
業
に
関
す
る
委
し
い
お
話
を
伺
っ
て
帰
ら
れ
た
の
を
聞
い
て
此
処

に
漸
く
一
道
の
曙
光
を
認
め
得
た
。」（
参
考
文
献
四
六
）

引
用
中
に
出
て
く
る
渡
邊
元
一
な
る
医
師
は
、
石
井
十
次
の
孤
児
院
で
診
療
に
当
た
っ
た
医
師
で
あ
り
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
仏
教
の
垣

根
を
越
え
た
社
会
事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
範
囲
な
基
盤
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

高
橋
慈
本
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
坂
本
論
文
（「
高
橋
慈
本
と
悲
眼
院
―
救
療
か
ら
児
童
養
護
へ
―
」
関
西
福
祉
大
学

社
会
福
祉
学
部
『
社

会
福
祉
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
）
か
ら
要
約
し
て
示
す
。

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

五
三



慈
本
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
広
島
県
芦
品
郡
常
金
丸
村
の
高
橋
金
右
衛
門
を
父
と
し
て
生
誕
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
福

山
市
明
王
院
で
龍
池
密
雄
師
に
会
い
入
寺
の
発
心
、川
上
郡
成
羽
村
の
実
相
坊
に
入
っ
た
。
そ
の
後
高
野
山
中
学
林
に
入
学
、一
八
九
七（
明

治
三
〇
）
年
卒
業
後
岡
山
に
帰
り
、
後
月
郡
井
原
町
（
現
井
原
市
）
の
常
楽
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
、
同
住
職

を
辞
職
し
て
キ
リ
ス
ト
教
岡
山
教
会
で
キ
リ
ス
ト
教
を
研
究
（
大
原
家
の
奨
学
金
を
得
た
と
い
わ
れ
る
）、
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
機
関
誌
「
操

山
文
学
」
を
編
集
し
発
行
し
た
。
石
井
十
次
や
大
原
孫
三
郎
か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
僧
侶
生
活
に
か
え
り
、
小
田
郡
北
川
村
走
出
の
明
王
院
の
副
住
職
と
な
る
。
こ
の
頃
、
笠
岡
町
の

医
師
渡
辺
元
一
と
知
り
合
い
、
施
療
病
院
の
創
設
を
相
談
し
た
。
渡
辺
医
師
は
当
時
の
笠
岡
市
の
津
田
白
印
に
よ
る
甘
露
育
児
院
の
孤
児
救

済
事
業
を
助
け
た
経
験
の
あ
る
人
で
あ
る
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
明
王
院
住
職
を
拝
命
、
豊
野
と
結
婚
し
た
。
豊
野
は
津
田
白
印
に
絵

を
学
び
、
白
印
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月
、
救
療
事
業
悲
眼
院
を
創
設
、
専
務
理
事
と
な
る
。
翌
年
、
明
王
院
を
開
放
し
て
「
子
供
会
」
を
創
設
、

そ
の
後
目
の
治
療
か
ら
、
巡
回
助
産
婦
、
内
科
治
療
、
児
童
保
護
事
業
へ
と
発
展
し
た
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
岡
山
県
済
世
顧
問
の

嘱
託
を
受
け
、
翌
年
禁
酒
団
体
「
己
未
会
」
を
組
織
し
禁
酒
運
動
を
行
う
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
、
岡
山
県
方
面
委
員
銓
衡
会
委
員

と
な
る
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
、
社
会
事
業
功
労
者
と
し
て
岡
山
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
、
御
大
礼
に
際
し
社
会
事
業
功
労
者
と
し
て
内
務
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
銀
盃
を
受
け
た
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
全
日
本
方
面
委
員

聯
名
か
ら
社
会
事
業
功
労
賞
を
受
け
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
岡
山
県
下
仏
教
徒
済
世
連
盟
会
創
立
，
理
事
に
推
さ
れ
る
。
大
正
天
皇
太
后
よ
り
方
面
委
員
功
労
者
と
し

て
硯
管
下
賜
さ
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
、
全
国
方
面
委
員
会
委
員
に
、
昭
和
一
四
年
全
国
社
会
事
業
協
会
評
議
員
に
就
任
し
た
。

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
、
悲
眼
院
創
設
二
五
周
年
。
二
月
中
央
社
会
事
業
協
会
評
議
員
就
任
、
閑
院
宮
殿
下
よ
り
悲
眼
院
創
設
二
五
周
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年
に
当
た
り
、
功
に
よ
り
賞
状
と
金
一
封
下
賜
さ
る
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
全
日
本
社
会
事
業
聯
盟
会
長
よ
り
表
彰
、
大
政
翼
賛

会
岡
山
県
支
部
参
与
、
終
戦
の
年
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
日
本
戦
時
報
国
会
岡
山
支
部
副
支
部
長
に
任
命
さ
る
．
同
時
に
岡
山
県

仏
教
会
会
長
に
任
命
、
同
年
五
月
二
三
日
遷
化
す
。

戦
後
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
悲
眼
院
は
救
療
事
業
の
歴
史
を
閉
じ
，
新
た
に
虚
弱
児
施
設
を
開
設
し
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）

年
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
と
な
る
。
明
王
院
の
現
住
職
高
橋
昌
文
氏
は
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
滋
本
の
長
男
の

弘
基
（
昭
和
一
八
年
〜
四
九
年
）
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
慈
本
か
ら
は
三
代
目
に
な
る
。
こ
の
寺
は
一
一
六
三
年
弘
法
大
師
の
教
え
を
も
と
に
創

立
、
慈
本
が
三
二
代
目
，
昌
文
が
三
四
代
目
に
当
た
る
由
緒
あ
る
寺
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
一
二
月
、
筆
者
は
同
寺
と
持
宝
院
を
訪
問
し
た
。
山
陽
道
笠
岡
イ
ン
タ
ー
を
出
て
、
北
へ
し
ば
ら
く
行
っ
た
、
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
帯
の
中
腹
に
あ
る
。
か
つ
て
は
修
験
道
が
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
薬
草
や
医
術
の
伝
統
が
活
か
さ
れ
て
眼
の
施
療
院
の
開

設
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
に
か
け
て
の
社
会
事
業
の
展
開
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
か
け
て
の
、
修
験
道
、
聖
、
仏

教
者
た
ち
の
永
年
の
実
践
と
慈
悲
の
精
神
の
上
に
、
培
わ
れ
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
キ
リ
ス
ト
教
や
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
と
も
自
他
不
二
、
と
も
い
き
の
関
係
で
、
手
を
携
え
て
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

武
者
小
路
の
共
生
農
園

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
、
中
部
国
際
空
港
よ
り
宮
崎
へ
向
い
、
武
者
小
路
実
篤
開
村
の
「
新
し
き
村
」
を
訪
問
し
た
。
用
件
を
伝
え

る
と
、
さ
っ
そ
く
資
料
館
へ
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
資
金
の
関
係
で
、
な
か
な
か
よ
い
土
地
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
実
篤
に
、
農
業
実
習

教
師
の
津
江
市
作
が
土
地
を
紹
介
し
た
の
が
開
村
の
契
機
だ
と
言
う
。
川
が
あ
る
こ
と
も
土
地
選
定
の
条
件
だ
っ
た
。
武
者
小
路
一
行
が
、

石
井
十
次
の
未
亡
人
は
じ
め
日
向
孤
児
院
の
関
係
者
か
ら
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
、
そ
の
後
開
村
に
い
た
る
い
き
さ
つ
が
、
大
津
山
国

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

五
五



夫
の
『
武
者
小
路
実
篤
、
新
し
き
村
の
誕
生
』（
参
考
文
献
四
一
）
三
章
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
が
、「
共
生
農
園
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
興
味
を
引
く
事
実
で
あ
っ
た
。
前
掲
書
に
は

武
者
小
路
が
東
京
で
「
あ
る
男
」
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
事
実
関
係
は
不
明
で
あ
る
。「
共
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
椎
尾
弁
匡
が
共
生
運
動
を
始
め
る
前
の
話
で
あ
る
。
武
者
小
路
と
親
交
の
あ
っ
た
同
じ
白
樺
派
４
の
作

家
・
有
島
武
郎
が
、
北
海
道
に
父
が
残
し
た
農
園
も
共
生
農
園
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
『
農
場
開
放
顛
末
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
有

島
自
身
は
彼
の
農
園
を「
共
産
農
園
」と
命
名
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、な
ぜ
だ
か
共
生
農
園
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。『
農
場
開
放
顛
末
』

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
図
書
館
「
青
空
文
庫
」
で
閲
覧
で
き
る
。５

『
農
場
開
放
顛
末
』
の
末
尾
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
武
者
小
路
実
篤
の
共
生
農
園
は
、
よ
く
組
織
せ
ら
れ
た
共
生
思
想
に
基
づ
く
実

践
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
谷
に
よ
れ
ば
椎
尾
弁
匡
が
共
生
会
を
立
ち
上
げ
た
の
が
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
、
武
者
小
路
の
新
し

き
村
が
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
で
あ
っ
た
。
有
島
の
共
生
農
園
（
狩
太
農
場
の
開
放
）
は
、
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
武
者
小
路
氏
の
新
し
い

村
は
、
と
も
か
く
理
解
し
た
人
々
の
集
ま
り
だ
が
、
私
の
農
園
は
予
備
知
識
の
な
い
人
々
の
集
ま
り
で
」
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
に
共
生
概
念
を
導
入
し
た
三
好
学

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
有
島
の
共
生
農
園
と
新
し
き
村
と
が
時
を
前
後
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
共
生

思
想
の
中
身
は
別
と
し
て
、
一
つ
の
社
会
的
潮
流
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
三
好
学
が
生
物
学
的
な
意
味
で
「
共

生
（
sym
biosis）」
を
述
べ
た
の
が
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

久
保
輝
幸
は
「
Lichen
は
如
何
に
し
て
地
衣
と
翻
訳
さ
れ
た
か
H
ow
Lichen
W
as
T
ranslated
as
Chii」６
に
お
い
て
、「
In
1888,

in
his
article,
M
IY
O
SH
I
M
anabu
suggested
a
new
equivalent
term
,
K
isoukin,
to
refer
to
lichen
(algae-parasitized
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fungi
地
衣
類
).
In
the
article,
he
proposed
the
term
K
yoseias
the
Japanese
translation
ofsym
biosis.
Ever
since

the
late
1880s,
K
yoseihas
been
used
as
the
Japanese
biologicalterm
for
sym
biosis.」（
同
論
文
の
抄
録
）
と
述
べ
て
い
る
。

三
好
学
が
一
八
八
八
年
の
論
文
で
、
sym
biosisの
訳
語
と
し
て
共
生
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
で
、
生
物
学
用
語
と
し
て
「
共
生
」
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
好
学
が
一
八
九
五
年
か
ら
東
京
帝
大
理
学
部
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
椎
尾

弁
匡
は
容
易
に
三
好
学
の
「
共
生
」
論
を
知
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
浄
土
宗
の
渡
辺
海
旭
と
共
生
思
想
と
の
関
連
も
あ
る
（
菊
池
結
「
渡
辺
海
旭
の
社
会
運
動
と
現
代
」
参
考
文
献
四
七
）。
渡

辺
海
旭
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
、
浄
土
宗
労
働
共
済
会
を
設
立
し
て
い
る
。

共
生
農
園
の
継
承

松
田
省
吾
さ
ん
は
、
若
い
時
分
、
玉
川
大
学
の
田
原
国
芳
の
全
人
教
育
（
人
を
教
え
る
前
に
自
分
を
自
然
の
中
で
教
育
し
な
け
れ
ば
）
に

感
化
さ
れ
た
。
禅
の
空
き
寺
に
入
ろ
う
か
と
も
考
え
た
が
、
社
会
科
の
教
師
に
な
る
た
め
に
、
農
耕
を
始
め
た
と
い
う
。
共
生
の
生
き
方
を

今
も
守
っ
て
い
る
松
田
さ
ん
の
生
活
を
紹
介
し
よ
う
。
二
匹
の
犬
と
暮
ら
し
て
い
る
。
地
域
の
活
動
で
結
構
忙
し
い
の
だ
そ
う
だ
。
先
日
も

あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
杉
の
表
札
に
名
前
を
書
い
て
一
〇
〇
円
で
出
品
し
た
ら
、
コ
ス
ト
を
割
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
と
笑
う
。
屈

託
の
な
い
人
だ
。
豚
は
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
し
て
お
り
、
米
と
野
菜
そ
れ
に
豚
が
今
の
松
田
さ
ん
の
生
業
だ
。
二
〇
頭
ほ
ど
が
飼
わ
れ
て

い
る
。
も
う
一
組
の
入
植
者
が
い
る
そ
う
だ
が
、
人
影
は
な
い
。
共
生
の
生
活
は
、
飾
り
気
の
な
い
つ
つ
ま
し
さ
を
基
本
と
し
て
い
る
。

埼
玉
の
新
村
に
六
年
、
こ
こ
に
四
〇
年
を
過
ご
し
た
。
後
継
者
は
目
処
が
つ
い
て
い
る
そ
う
だ
が
、
自
立
自
助
で
行
く
と
言
う
。
石
井
十

次
の
茶
臼
原
の
記
念
館
に
通
じ
る
道
を
平
ら
な
道
に
す
る
の
を
手
伝
っ
た
り
、
春
に
は
児
童
養
護
施
設
の
生
徒
が
遠
足
で
や
っ
て
来
る
な
ど

交
流
は
続
い
て
い
る
。
建
築
、
土
木
、
農
耕
の
こ
と
な
ら
何
で
も
自
分
で
や
る
と
言
う
。
共
生
と
自
給
自
足
は
メ
ダ
ル
の
裏
表
の
関
係
の
よ

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

五
七



う
だ
。
家
も
廃
材
を
利
用
し
て
自
力
で
建
て
た
。
同
人
誌
で
創
作
活
動
を
や
っ
て
お
り
、
筆
の
短
編
を
発
表
し
て
い
る
。
本
棚
に
は
実
篤
ほ

か
漱
石
な
ど
の
全
集
が
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。「
文
学
青
年
な
ん
で
す
」
と
松
田
さ
ん
は
笑
う
。

記
念
に
と
檜
の
板
に
、
毛
筆
で
書
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
一
時
間
は
話
し
込
ん
だ
だ
ろ
う
か
、
お
昼
が
近
づ
い
た
の
で
、
お
礼
を
言
っ

て
、「
新
し
き
村
」
を
あ
と
に
し
た
。
奇
し
く
も
今
日
は
開
村
記
念
日
。
ま
さ
か
今
日
が
開
村
記
念
日
と
は
知
ら
ず
、
こ
れ
も
縁え

に
し

と
思
い
、

「
と
も
い
き
」
と
も
思
い
、
ま
た
「
縁
起
」
と
い
う
仏
教
用
語
を
思
い
出
し
不
思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
次
の
目
的
地
、
茶
臼
原
高
原
へ

向
か
う
。

十
次
の
理
想
郷
―
茶
臼
原

さ
て
、
上
・
下
に
亘
る
仏
教
社
会
事
業
の
旅
も
い
よ
い
よ
佳
境
に
入
る
。
石
井
十
次
が
諸
般
の
事
情
か
ら
段

階
的
に
岡
山
孤
児
院
を
こ
の
地
に
移
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
孤
児
院
は
そ
の
歴
史
的
使
命
を
遂
げ
て
太

平
洋
戦
争
後
は
関
係
者
に
よ
り
友
愛
社
と
し
て
十
次
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
福
祉

事
業
を
営
ん
で
い
る
。

友
愛
社
の
責
任
者
で
、
十
次
の
ひ
孫
に
あ
た
る
児
嶋
さ
ん
に
面
会
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
も
い
き
研
究
所

の
こ
と
を
話
す
と
「
私
た
ち
も
同
じ
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
指
差
す
。
紹
介
さ
れ
た
資

料
館
へ
行
き
、
案
内
の
女
性
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
児
童
養
護
施
設
（
写
真
）、
保
育
園
、
老
健
な
ど
様
々
な
施
設
、
農
場
な
ど
が
あ

り
、
訪
問
当
日
も
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
老
健
を
慰
問
す
る
な
ど
交
流
は
続
い
て
い
る
。
畑
も
耕
さ
れ
て
指
導
員

の
指
導
で
農
耕
を
継
続
し
て
い
る
。
土
曜
日
な
の
で
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
が
、
杉
の
木
に
十
次
の
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言
葉
「
人
を
恨
ま
ず
---」
を
刻
ん
で
い
る
。
通
路
に
は
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

十
次
の
居
宅
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
寺
子
屋
式
道
場
、
十
次
の
臨
終
の
部
屋
を
見
た
。
点
滴
を
吊
る
し
た
天
井
の
カ
ギ
が
生
々
し
い
。
庭

に
は
十
次
お
手
植
え
の
梅
の
木
が
あ
り
、
剪
定
も
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
宿
泊
設
備
も
あ
り
、
雑
魚
寝
だ
が
泊
ま
る
こ

と
が
出
来
る
。
研
究
者
の
菊
地
さ
ん
が
よ
く
利
用
す
る
と
言
う
。
来
年
度
ま
た
訪
問
す
る
旨
伝
え
て
茶
臼
原
を
あ
と
に
し
た
。
石
井
十
次
に

つ
い
て
は
（
上
）
で
委
し
く
説
明
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
茶
臼
原
の
概
要
紹
介
に
と
ど
め
る
が
、
十
次
没
後
の
現
在
も
、
十
次
の
実
践
と
福

祉
に
賭
け
た
情
熱
は
今
も
健
在
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
筆
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。
福
祉
国
家
の
実
質
が
形
骸
化
し
、
崩
壊

し
つ
つ
あ
る
と
は
言
え
、
地
域
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
も
健
在
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
初
期

に
、
仏
教
を
は
じ
め
宗
教
の
「
と
も
に
生
き
る
慈
悲
の
み
こ
こ
ろ
」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
歴
史
は
今
弁
証
法
的
な
原

点
回
帰
が
必
要
だ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

注１
〈
http://blogs.yahoo.co.jp/km
d1101y/65893622.htm
l〉（
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
七
日

ア
ク
セ
ス
）

２
〈
http://kom
yoji-kam
akura.or.jp/〉（
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
七
日

ア
ク
セ
ス
）

３

＊
浄
土
宗
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
別
時
念
仏
会
と
は
、
日
時
を
定
め
て
、
身
体
や
こ
こ
ろ
を
清
浄
に
し
て
念
仏
行
に
励
む
意
識
を
も
ち
、
ひ
た

す
ら
阿
弥
陀
さ
ま
の
み
名
を
称
え
、
念
仏
を
常
に
称
え
続
け
、
お
念
仏
に
よ
っ
て
心
を
き
よ
め
る
行
事
で
、
日
常
の
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

に
対
し
て
別
時
念
仏
会
と

い
う
と
さ
れ
て
い
る
。

http://jodo.or.jp/naruhodo/event/index13.htm
l
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
八
日

ア
ク
セ
ス
）

４

白
樺
派

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
創
刊
の
同
人
誌
『
白
樺
』
を
中
心
に
し
て
起
こ
っ
た
文
芸
思
潮
の
ひ
と
つ
。
ま
た
、
そ
の
理
念
や
作
風
を
共
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
作
家
達
の
集
団
。

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）
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５
〈
http://w
w
w
.aozora.gr.jp/cards/000025/files/1149_17875.htm
l〉（
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
九
日

ア
ク
セ
ス
）

６
『
科
学
史
研
究
』
第
Ⅱ
期

四
八
(二
四
九
号
)、
一
-一
〇
、
二
〇
〇
九
-〇
三
-二
五
）
日
本
科
学
史
学
会

〈
参
考
文
献
・
論
文
・
資
料
〉

一

清
田
寂
栄
『
旭
旗
と
法
幢
』
円
光
寺
出
版
、
一
九
〇
四
年

二

神
谷
正
義
「
椎
尾
弁
匡
師
と
共
生
思
想
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
九
巻
第
一
号
、
平
成
一
二
年

三

「
皇
室
財
産
」「
皇
室
領
」「
寺
社
領
」（『
日
本
史
大
事
典

三
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
、
所
収
）

四

吉
田
祐
二
『
天
皇
財
閥
―
皇
室
に
よ
る
経
済
支
配
の
構
造
』
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
一
年

五

山
口
幸
照
「
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
仏
教
社
会
事
業

真
言
宗
智
山
派
の
仏
教
社
会
事
業
」、『
現
代
密
教
』、
第
一
三
号

六

岡
本
多
喜
子
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
養
老
事
業
の
動
向
―
―
全
国
養
老
事
業
協
会
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
日
本
社
会
事
業
大
学
社
会
事
業
研
究
所
年

報
、
一
九
八
一
年

七

椎
尾
辨
匡「
融
和
思
想
の
推
移
と
充
実
す
べ
き
事
業
」岡
山
県
、一
九
二
七（
昭
和
二
）年

同「
共
生
の
原
理
と
組
織
」（『
椎
尾
辨
匡
選
集
第
七
巻
』）、

一
九
七
二
年

同
『
椎
尾
辨
匡
選
集
第
九
巻
』
椎
尾
弁
匡
選
集
刊
行
会
、
一
九
七
三
年

八

山
本
空
外
『
い
の
ち
の
賛
歌

山
本
空
外
講
義
録
』
無
二
会
、
二
〇
〇
七
年

九

小
野
修
三
「
済
世
顧
問
制
度
と
笠
井
信
一
」『
近
代
日
本
研
究
』
一
九
八
九
年

一
〇

圭
室
文
雄
「
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
」『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
通
巻
四
四
七
号
、
二
〇
〇
九
年

一
一

鵜
飼
秀
徳
『
寺
院
消
滅

失
わ
れ
る
「
地
方
」
と
「
宗
教
」』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
五
日

一
二

橋
本
秀
樹
『
お
寺
の
収
支
報
告
書
』
祥
伝
社
新
書
、
二
〇
一
四
年

一
三

『
川
崎
祐
宣
の
遺
産
』
川
崎
医
療
福
祉
資
料
館
、
平
成
一
九
年

一
四

江
草
安
彦
『
ゆ
ず
り
葉
の
こ
こ
ろ
―
私
に
と
っ
て
の
医
療
福
祉
』
中
央
法
規
出
版
、
二
〇
〇
七
年

一
五

福
田
会
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
『
福
田
会
の
あ
ゆ
み

明
治
九
年
か
ら
歴
史
を
未
来
へ
』
社
会
福
祉
法
一
六
人
福
田
会
、
二
〇
一
五
年

一
六

坂
本
忠
次
編
『
津
田
白
印
と
孤
児
救
済
事
業
』
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
〇
年

共
生
文
化
研
究

第
二
号

六
〇



一
七

坂
本
忠
次
「
高
橋
慈
本
と
悲
眼
院
―
―
救
療
か
ら
児
童
養
護
へ
―
―
」
関
西
福
祉
大
学
『
社
会
福
祉
学
部
研
究
紀
要
』
第
一
二
号

一
八

拙
稿
「
研
究
ノ
ー
ト

岡
山
県
美
作
地
域
・
自
修
会
に
よ
る
仏
教
福
祉
事
業
に
関
す
る
研
究
」『
東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要

第
一
九
号

社
会
科
学

研
究
編
』
二
〇
一
四
年

一
九

拙
著
『
青
空
が
輝
く
と
き
―
太
平
洋
戦
争
を
生
き
た
人
々
の
物
語
』
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
三
年

二
〇

藤
吉
慈
海
『
颯
田
本
真
尼
の
生
涯
』
春
秋
社
、
一
九
九
一
年

二
一

山
陽
新
聞
社
『
岡
山
孤
児
院
物
語
』
山
陽
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年

二
二

和
田
登
『
石
井
の
お
と
う
さ
ん

あ
り
が
と
う
』
総
和
社
、
二
〇
〇
四
年

二
三

菊
池
義
昭
「
岡
山
孤
児
院
の
財
政
史
研
究
」
共
栄
学
園
短
期
大
学
社
会
福
祉
学
科
、
一
九
九
九
年

二
四

柴
田
善
守
『
石
井
十
次
の
生
涯
と
思
想
』
春
秋
社
、
昭
和
三
九
年

二
五

袖
山
榮
真
『
浄
土
宗
報
恩
明
照
会

百
年
の
歩
み

そ
し
て
次
の
百
年
へ
』
財
団
法
人
、
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
、
二
〇
一
三
年

二
六

中
村
元
『
慈
悲
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年

二
七

Ｊ
・
Ｊ
ル
ソ
ー
『
エ
ミ
ー
ル

上
中
下
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
年

二
八

武
者
小
路
実
篤
『
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
―
新
し
き
村
に
つ
い
て
』
新
し
き
村
、
一
九
九
四
年

二
九

武
者
小
路
実
篤
、
大
津
山
国
夫
『
新
し
き
村
の
創
造
』
富
山
房
百
科
文
庫
、
一
九
七
七
年

三
〇

リ
ン
・
マ
ー
ギ
ュ
リ
ス
『
共
生
生
命
体
の
三
〇
億
年
』
草
思
社
、
二
〇
〇
〇
年

三
一

M
argulis,
Lynn,
Early
Life,
Jones
and
BartlettPublishers,
Inc;illustrated,1982

三
二

JA
M
ES
LO
V
ELO
CK
,
T
H
E
A
GES
O
F
GA
IA
A
Biography
ofO
ur
Living
Earth,
BA
N
T
A
M
BO
O
K
S,
1988

三
三
「
医
療
福
祉
の
地
平
切
り
開
く
」『
山
陽
新
聞
』
山
陽
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
三
月
一
七
日
朝
刊

三
四

片
山
潜
『
片
山
潜

歩
い
て
き
た
道
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年

三
五

江
草
安
彦
監
修
『
果
て
し
な
く
続
く
医
療
福
祉
の
道

川
崎
祐
宣
に
学
ぶ
』
日
本
医
療
企
画
、
二
〇
一
五
年

三
六

山
本
空
外
『
無
二
的
人
間
』
財
団
法
人
光
明
修
養
会
、
一
九
八
四
年

三
七

山
本
空
外
『
人
間
と
自
然
』
財
団
法
人
光
明
修
養
会
、
一
九
九
三
年

三
八

創
立
五
〇
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌
』、
社
会
福
祉
法
人
津
山
み
の
り
学
園
、
二
〇
〇
五
年

明
治
･大
正
･昭
和
の
初
期
に
仏
教
を
中
心
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
（
下
）

六
一



三
九

江
草
安
彦
『
改
訂
版
岡
山
福
祉
の
群
像
』
山
陽
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年

四
〇

瀬
川
久
志
『
法
然
上
人
生
誕
の
地
美
作
国
に
関
す
る
研
究
』
Ｋ
Ｄ
Ｐ
出
版
、
二
〇
一
七
年

四
一

大
津
山
国
夫
『
武
者
小
路
実
篤
、
新
し
き
村
の
誕
生
』
武
蔵
野
書
房
、
二
〇
〇
八
年

四
二

藤
吉
慈
海
『
颯
田
本
真
尼
―
布
施
の
行
者
』
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年

四
三

中
国
新
聞
社
編
『
中
国
山
地
（
上
・
下
）』
一
九
六
七
年

四
四

社
会
福
祉
法
人

石
井
記
念
友
愛
社
『
石
井
十
次
資
料
館
研
究
紀
要

石
井
十
次
没
後
一
〇
〇
年
児
嶋
虎
一
郎
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
号
』
第
一
六
号
、

二
〇
一
五
年
八
月

四
五

社
会
福
祉
法
人
福
田
会
『
福
田
会
の
あ
ゆ
み

明
治
九
年
か
ら
の
歴
史
を
未
来
へ
』
二
〇
一
五
年

四
六

岡
山
県
学
務
部
社
会
課
『
市
街
地
の
救
療
施
設

津
山
施
寮
院
に
就
い
て
』
昭
和
五
年

四
七

菊
池
結
「
渡
辺
海
旭
の
社
会
運
動
と
現
代
(宗
教
者
は
社
会
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
か

〈
特
集
〉
第
六
十
七
回
学
術
大
会
紀
要
)」

四
八

Lester
IT
enny（
2007）
,
M
y
H
itch
in
H
ell.
PO
T
O
M
C
BO
O
K
S

邦
訳

息
吹
田
歌
子
ほ
か
訳
『
バ
タ
ー
ン
遠
い
道
の
り
の
さ
き
に
』
梨
の
木
舎
、
二
〇
〇
三
年

四
九

高
野
山
真
言
宗
備
中
宗
務
支
社
『
高
野
山
真
言
宗
備
中
寺
院
め
ぐ
り
』
平
成
六
年

五
〇

吉
田
健
二
、
岐
阜
県
恵
那
市
三
好
学
博
士
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『「
桜
ノ
博
士
」
三
好
学
物
語
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
二
〇
一
二
年

五
一

科
学
朝
日
編
『
殿
様
生
物
学
の
系
譜
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一
年

キ
ー
ワ
ー
ド
：
共
生
、
仏
教
福
祉
、
社
会
事
業
、
美
作
仏
教
各
宗
自
修
会
、
菩
提
寺
、
法
然
上
人

（
せ
が
わ

ひ
さ
し

東
海
学
園
大
学

経
営
学
部
教
授
）（
み
や
け

あ
き
ゆ
き

東
海
学
園
大
学

経
営
学
部
名
誉
教
授
）

共
生
文
化
研
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第
二
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六
二


